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与えるような結果をもたらすべきかというような視点になる
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」、「子どもの中に情勢をつかむ
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りの新しい知識を受け売りしながら、生活の事実とは別に考えることを求めていたこと
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
が多かった。そして生活の問題は、自治活動として直線的に解決することに力を入れて
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いたのである。
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と科学の教育とを結びつけ、その生活自体を作り替えることとして科学の学習
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
（｢教科指導｣）を組み立て、そのことによって教科の指導と生活への向かい方
 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
の指導（｢生活指導」）とを統一的に展開するという方法論
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た集会が、恵那教育会議の構造を立ち上げた
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く中で、それらの視点がまさに運動の形を取って具体化され、意識化され、そ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
の制度化へと向かっていった
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民」という資格
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で教育要求をだし、｢親・住民｣ としての資格
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いての学習をすること
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を筋道立てて教え込んでこなかった原因による
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に即した内容で、科学の教材の体系を組み直すべき
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ではないか。」｢子どもの知識の定着
度を中心に学習効果の判定法などを考えて見よう。」（同上）
◇ ｢道徳教育分科会｣ ── ｢問題は一人一人の子どもの自発性の発掘は、教科での学習
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がわかることそこから、エネルギーが出てくる
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。（世界観のキソづくり）」「教科の中で
の世界観の基礎づくり　各教科で科学的認識をさせることが世界観の基礎づくりとな
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的に明らかにする
4 4 4 4 4 4 4 4
必要がある。｣ ／「子どもは教師の適切な指導による科学的な認識と
4 4 4 4 4 4 4
学習意欲の拡がり表しがあれば
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、自発性が出来
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、学力が向上していく
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ままにつかませるということと、生活の生き方をしゃんとさせていくということは混合
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された一つの問題であって、現実認識と生活姿勢というような二つの視点から見るべき
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
問題ではないもっともっと一つのことなんだ
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とが、子どもの内面で統一的にきちんととらえられていない限り、現実認識というよう
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
な言い方で知識を与えることと、生活姿勢というようなことで行動の仕方、規範をきち
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
んと示してそれに従わせるというようなことを、子どもの内面のところで統一的にやら
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ないという問題になる
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勢は生活指導というようにして結合されるものではないという見地なのです。現実認識
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
は同時に生活認識でもあります。生活の事実をありのままに見つめると言っておるとき
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
の生活を認識するということは、同時にそれは現実を認識するということでもあるわけ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
です。その認識こそ、認識活動としての学習へも、生活を変えていく主体的な行動へも
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
統一的に立ち向かう姿勢の基本なんだというとらえ方なのです
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にとらえることの中に未来をどう展望するかということが外れた形で、教育は現実の闘
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
いではなくて未来への闘いなんだというふうな観点が、教育における未来の実力を担う
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
というふうなことにすっとなっていった問題
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ものは進んだかもしれないけれども、子どもを丸ごとつかむというような意味での、教
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
育のもう一つの主要な内面というものは欠けてきたのです
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なる独自性を持つものとしての行動の指導の独自性がとらえられていない。これは、『生
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
活綴方的教育方法』という当時の整理の決定的な弱点である
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来を担う実力は理性的認識でなければならん、まして、理性的認識ぐらいじゃない、新
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しい知識を獲得する方法まで獲得させるというようなものだというわけですから、どう
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
したって、そこのところの教育というものは、子どもを丸ごとつかむというか、例えば
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生活綴方で言うような意味の現実直視を大事にしたいというふうにはなかなかならな
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かったという問題がありました
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全体的・内面的に認識する段階
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（小川はそれを悟性的認識とする―引用者注）にまで子
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どもの認識を発展させるという仕事











































































































































































































































































































































The Development of the Education Movement 
and the Theory of Ena and the Postwar 
Pedagogy
─ The Examination of Kazuo Ishida's Education 
Theory
Hiroshi SANUKI
The education of Ena area （Gifu Prefecture）had a big influence to the 
development of the postwar pedagogy in Japan. Many pedagogy researchers 
who shouldered a big role for the formation of the postwar pedagogy 
investigated the education practice and movement of Ena.
The composition education（SEIKATUTUZURIKATA − KYOUIKU）of 
Ena（1948-1955）, the battle to oppose to the teacher's performance 
evaluation （1957-1959）, the Ena Education Conference（1957-1962）, 
reconstruction of composition education（1970-1980）── these　practices 
and  movements attracted nationwide attention.
 Kazuo Ishida has continued the theorization of the education of Ena over 
half-century.
The education of Ena gave a much influence to postwar pedagogy in 
Japan, and it raised some points of view of the postwar pedagogy criticism 
at the same time, too. Ishida played a big part in the movement of the Ena-
Education and the development of the theory of Ena-Education.
This thesis aims at examining Ishida's practice and the developmental 
process of his theory.
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